
               

 

 

 

 

 

国立公園のブランド強化に向けた統一マーク等の 

発表について 
 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

１．背景・目的 

 環境省では、「明日の日本を支える観光ビジョン」の一環として、日本の国立公園

を世界水準の「ナショナルパーク」としてのブランド化を図る「国立公園満喫プロジ

ェクト」を推進しており、2020 年までに訪日外国人の国立公園利用者数を 1000 万人

にすることを目指しています。 

 そのためには、日本の国立公園が世界中から「訪れる価値のある魅力的な場所」と

して認識されるとともに、国立公園の所在する地域の人々を含む関係者が国立公園の

持つ価値や魅力にふさわしい利用や保全に対する意識を共有することが必要です。 

 本日発表する国立公園統一マークとブランドスローガンは、日本の国立公園の価値

や魅力の浸透・定着を図るための象徴として新たに作成したものです。 
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 環境省では、日本の国立公園を世界水準の「ナショナルパーク」としての

ブランド化を図る「国立公園満喫プロジェクト」を進めています。 

 その一環で、日本の国立公園の持つ価値や魅力を強く発信していくことを

目的に、初めて国立公園の統一マークとブランドスローガンを作成しました。 

 今後、これらにより、ウェブサイトや SNS における発信を強化するととも

に、国立公園の標識等におけるマーク表示等を通じて日本の国立公園の価値

や魅力についての認識の浸透・定着を図ります。 

 さらに、全国に 34 ある国立公園についても、統一感のあるデザインとなる

よう留意しつつ、各公園のマークの作成を進め、それぞれの公園が持つ多様

性や魅力を発信していく予定です。 
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２．国立公園統一マーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）マークの活用や展開も含めたトータルデザインの提案に実績のあるデザイナー、
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氏に依頼し、現地調査や環境省の自然保護官（レンジャー）等の意見を参考

に、以下の３点を念頭にデザインを行いました。 

・結界感を構築できる（統一されたブランドイメージ確立） 

・新たなブランド力を打ち出す際の発信力を持つ 

・多様な価値を持つ日本の国立公園の魅力を最大化させる 

 

３．日本の国立公園のブランドスローガン 

  

                     その自然には、物語がある。 

 

  

（※）レンジャーや有識者等へのヒアリングや、日本の国立公園に対する外国人への

インターネット調査を行った結果、日本の国立公園は「多様な自然風景と、そこで

育まれてきた生活・文化・歴史が凝縮されていること」、外国人利用者にとっては、

「その土地独自の自然・歴史・文化体験」や「日本を代表する四季折々の自然の中

で風景を楽しむこと」への期待が高いことが明らかになりました。 

   

４．今後の展開について 

 今回作成した統一マークとスローガンを活用して、国立公園ホームページや公式

SNS、パンフレット等を通じ、日本の国立公園の魅力を海外に向け発信していきます。

また、現地の国立公園における看板等の標識にも統一マークを順次表示し、結界感の

構築等を進めていく予定です。 

さらに、全国に 34 ある国立公園についても、統一マークと一体感のあるデザイン

となるよう留意しつつ、各地域の関係者の御意見を聞きながら、来年度にかけて各公

園のマークの作成を進め、それぞれの公園が持つ多様性や魅力を発信していく予定で

す。 

 

※添付資料１： 国立公園統一マークについて 

Stories to Experience 

National Parks of Japan 

太陽が地平線から昇る様子を表

したマークです。鮮やかな色のグ

ラデーションで日本らしい霞が

かった風景を表現しました。幾何

図形を用いて日の出を抽象化す

ることにより豊かな多様性を内

包する「空間」としての国立公園

を簡潔に表しています。 



国立公園マーク作成について

デザインコンセプト

太陽が地平線から昇る様子を表したマークです。

鮮やかな色のグラデーションで

日本らしい霞がかった風景を表現しました。

幾何図形を用いて日の出を抽象化することにより

豊かな多様性を内包する「空間」としての

国立公園を簡潔に表しています。

色部義昭（いろべよしあき）
グラフィックデザイナー／アートディレクター
1974年千葉県生まれ。東京藝術大学大学院修士課程修了。株式会社日本デザインセンター色部デザイン研究室
主宰。東京藝術大学非常勤講師。主な仕事に市原湖畔美術館や天理駅前広場CoFuFunのVI（ヴィジュアル・ア
イデンティティ）とサイン計画、東京藝術大学VI、TAKEO PAPER SHOW 2011 「本」や中房総国際芸術祭い
ちはらアート×ミックスのデザインディレクション。白鶴酒造や江崎グリコの商品パッケージデザインなどグ
ラフィックデザインの技術と編集的な視点を軸に平面から立体、空間まで幅広くデザインを展開。銀座地区サ
イン実証実験やTOKYO PROJECTなどのプロジェクトを通して公共空間のインフォメーションデザインの機
能と質を向上させることについて模索している。
ADC（東京アートディレクターズクラブ）賞やJAGDA（日本グラフィックデザイナー協会）、SDA（サインデザ
イン大賞）やOne Show Design、D＆AD（British Design and Art Direction）など国内外のデザイン賞を受賞。
グッドデザイン賞やADC賞、Design Excellence Award、D&ADなどのデザイン賞で審査員や、目黒区美術館な
どでのデザインワークショップでの講師も務めている。AGI会員（国際グラフィック連盟）、ADC（東京アート
ディレクターズクラブ）会員、JAGDA（日本グラフィックデザイナー協会）会員。

デザイナー紹介

添付資料１



園内サインへの展開イメージパンフレットへの展開イメージ

国立公園 統一マーク
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諸島
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環境省
Ministry of the Environment

中部山岳国立公園
Chubusangaku National Park
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